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ρ福岡県嘉穗郡田中鉱山褐鉄鉱鉱床調査報告

井　上　秀　雄畳

R6sum6

Ore　Deposit　of　Uckino　Mine，Fukuoka　Prefect皿e

by

Hideo　Inoue

　　Uc五ino　Mine　locates　at　Uchinomura，K我hqgun，Fukuoka　Prefecture，1．3km

north－west　of　Uchino　Station　on　the　chikuho　line。

　　The　district　cons至sts　of　so－called　Motoyama　Tagawa　Metamorphicrocks　Palaeozoic

age　and　granitic　rocks．The　schistosity　of　these　Metamorphic　rocks　stricke　N60－75。

anddip40－70。NW．

　　This　ore　deposi　tis　of　residua口imonite　from　bedded母eposit　and　the　deposit

which　has，been　found　is　lm－1．2m　in　thickness　and160m　in　lengtll．

1．緒　言
昭和拓年9月5日より9日まそ田中鉱山の要請によ

り，当鉱山の地質鉱床調査を行つた。なお調査の主な目

的は地質構造および鉱床の諸性質を明らかにして今後の

探査方針に資するにあつた。

2．位置および交通

田中鉱山は編岡県嘉穗郡内野村および同郡上穗波村地

内にあつて，当鉱山に至るには下図の経路が便利であ

るo
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3．地　質
　当地区を構成する地質は古生暦に属するいわゆる「本

山田川変成岩」類と，1これを貫く花崩岩類よりなる。本

変成岩類は当地区では結晶片岩からなり，下部より角閃

石片岩』9黒雲母石英片岩・線泥石石英片岩・線泥石片岩

の4つに分けられる。黒雲母石英片岩中には，やや顕著

、な石英片岩が介在する。その規模は延び6～7m，巾数

10cmで膨縮断続して介在している。F

　以上の岩暦の走向N60～75。E，傾斜40～700NWで

単斜構造を呈し，摺曲・断暦等は見受けられない。花崩

岩は上記変成岩類塗貫き，地域の南半に分布し，岩質は

主に花醐閃線岩で，接触部附近では閃線岩となつてい為

，こともある。奪た変成岩中に半花嵐岩質の小規模岩脈が

2～3認められる。

4．．鉱　床

鉱床は黒雲母石英片岩中に，大部分その暦理に澹い，暦

状に発達する褐鉄鉱床である。その走向N60。E前後，

傾斜40～70。NW，その規模は厚さ1．2m平均で，延長

200m程度，傾斜方向へは露頭より約40mと予想される。

本褐鉄鉱床は常に石英片岩に伴つて産し，石英片岩は

白雲母の小結晶を随伴する。また鉱床の規模は石英片岩

の規模に応じて大となり，あるいは小となる傾向が見受

けられる。鉱床中に産する石英片岩は白色不透明のもの

で・ある。

63一（285）



　　　　　　　　　地質、調査所月報（第4巻第4号）

　　　　　　　　　　　　　v．譲覧

　　　　　　　　　　　鋸類．隷
　　　　ダ／　　　　　　　　　　　　　　　　V

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　　　　　　V
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　 V　　　　〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　5　　　　　　　65　　　　　　　　　　　　　　　　　y　　　　　　 〉

　　　　　　　　　　　　　　v　　　　’”＿’・　　　　　　　　v55
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドコゆ　　　　　　　屯5　vV』’v　3　．》一≡i一≧一＿　　’と．、v．．．’｛…一一」

　　　　　　　　　　　　y　　　〉　　　　　『　　　一　　　　　　一一　　　 ’F一∫一・

ノ
叉

縄　萎、薫熱・1二＋一一、，・浅

　　　　　　　　望．、　　一＋　1麟

　　　　』，。＋甥、懸・il黛、

　〉誘　』　　．　　』　　号署グ♪’　　一　尋
凄vV〉VvVVVび・　　　　　＼陶嚇　　覆醤説籍岩

　　VVV）vVV〉VV　　　　　，　　　　・画磐器藻
　　　　レ　　　レ　レ　レメと

　　　　　　Vv．灘5a　　目隅岩
　　　　　　　　へざ　　　フリニニご
　　　　　　　　二㌔等…三も　　　　 騒石英片岩

．　　　一譲議　　匡角繍警　　　　　　　　　　　 ξま；暑7て＋＋＋
　　　　　　　　　　　　　層＋†＋†雫†＋唖＋＋＋　圓花闘騰

　　　　　　　　　　　　　　　噂＋＋1※1※＋＋、匹園欝定線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　十　十　＋　十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　＋　ナ十＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．十　＋十十　＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十 十十　十　十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　ヰ　ヰ　モ
π　　　　　　　　　　　　　　　＋＋∵』

2z5　A

第2図 調県嘉穗郡内野村甲幟山地質図

　　　　　64一（286）



》，

　　霧
恥　　1

　　爲
　　零
　　）

影、
　’

、ルリ6

　，鉱体ノ厚似3”し

A

’　　範囲

ヂ鋤
癬露頭

／鰯§≒　．
　B

ル∂5

露頭推定線

〆っ　鉱体ノ厚サ03”し

　　　加2

イコ’鉱体ノ厚サ／5億

穿
　　　　　　一
　　　　　　物3鉱体ノ厚サ07銘

　　　　　　　　ゐ／難壽シ方向些ヲ ∫』んり4

鉱体ノ厚サZO％ 0 l　o 20 aom

　　　　　　　　　ノ　・；’　塵　　　　　　　　　ノゆじロノ　　ロ
　　　　　　　〆イタ宝5・飛

　　　　　　く　・ノ　　　　　　　，　　　　　　！4．：ノ1　　　　　罪
　　　　　煮・！　　　　　　一　1　　　　　！へリノ　　　　　　　　　、1
　　　　　べ、ン　’　　　　　　　　　　　　！
　　　　ノノ　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　聖
　　　！　！イ　　　　　　　　　　　　し
　　　！ノ　　！　1　　　　　　　　　　　　　　　　　；
　　　ノ　　　ノ　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　！！／！A5　　　　　　　’B
　ノ　　ノノ
／／．ルリ5坑こ於ケル断面

ノ
、 ／　AB鉱量計鄭橡範囲

ノ

　　　　融
　　　　函
　　　　緬
　　　　鋼
　　　　翻
　　　　襲
　　　　田
　　　　㌔丑
　　　　舞
　　　　E
　　　　讃
　　　　聾
　　　　舞
　　　　爵
旧坑　　亮
　　　　議
　　　　醗
　　　　邊
　　　　囎

　
半
』
酬
鑑
）

第　3図 鑛 量 計 算 図



地質調査所月報（第．4巻第4号）

　．当鉱床はいわゆる暦状含銅硫化鉄鉱床が風化または天

水等の酸化作用により褐鉄化したものと思われる。その

理由はNo．5坑，No．6坑内において鉱体中に酸化をま

ぬがれた黄鉄鉱の集合が，小塊状（径数cm～数10cm）

として残るごとや，本鉱体の形態が上記変成岩中に整合

1的に板状として延長200mを確認できる点等より推察さ

れる。なお前述の鉱体中に残存する硫化鉄鉱は径数mm

の黄鉄鉱の集合からなり粒聞に石英が少量認められる。

その見込品位はS20％以上と思われる旦

　硫化鉄鉱床の成因はおそらぐ花嵩岩類に関係ある熱水

性交代作用の結果と思われる。

　　　　　　5．・鉱　石

当鉱床の褐鉄鉱は褐色・黒褐色・赤褐色を呈し，葡萄

状・葉片状・土状≧して産し，全般的にはなはだ多孔質

である。葡萄状を呈するものも内部は多孔質になつてい

て，鉱体中の室洞等に認められる。鉱石は一般に光沢の

ないものであるが，葡萄状を呈するものは，亜金属光沢

を呈し部分的に虹色を呈することがある。

　　　　　　6，ト品　位

葡萄状・葉片状のものは黒褐色を呈し，鉄含有50％程

度であるる粉鉱は石英の小粒を混え，鉄含有45％前後と

思われる。塊鉱と粉鉱との割合は4：6程度である。

坑道別の平均品位は次の通りである（会肚側資料によ

る）。

No．1坑　　50．8％（Fe）　　Noボ5坑・52．99％（Fe）

No．2坑　　43．7％（Fe）　　No．6坑　29．3％（Fe）．

No．3坑　　48．6％（Fe）

主な成分別の分析結果は次の通りである（会肚側資料に

よる）。

　’Fe　　　48．5　％　　　　　　　　　　　　Sio217．64％

　M血　　0．06％　　　　　　　　P　　O．36％

　SO．133％　　CuO．02％。

7．鉱　量
i椎定鉱量　9，300t　（算出法下記の通り）

平面積×cosec500×厚さ×比重×可採率（選鉱実習率塗

含む）。

5QO（m2）×1．55×1．2（m）×2×O。5＝9，300t

鉱区面積　　985，400坪

鉱区所在地　編岡県嘉穗郡内野村および上穗波村

鉱山事務所　編岡県嘉憾郡内野村

作業状況　　，

操掘　’　手掘

　〃　状況　　坑内掘および露天掘　、

選鉱　　　手選
鉱石蓮搬　現場　ト・、（手押）

　　〃　　 山元駅聞トラヅク

鉱山澹革

1．黒田侯時代金を採掘したと伝えられる

2．昭和19年犬丸某氏鉱区設定

3．昭和26年田中正雄氏鉱区買上

4．　日召禾026年4月13日より創業

5．昭和26年6月より出鉱

入員

職員6名（内女2名）　　　　　　　’　　．

鉱員40名（内女6名）

設備

　軌道（手押）およびシユート　現場蓮搬

　インクラィン（270m）・　　　現場貯鉱場聞・

　トラック1台　　　　　　　　　1山元駅聞

　乗用車1台

鉱石搬出経路

　坑口→現場貯鉱場→貯鉱場→内野駅→小倉駅→小倉製

　鋼所　　　　　　　　　　1
出鉱量

　昭和26年6月……100t　　　　　　　’

　〃〃　7〃　　400

　〃〃　8〃　　550

9．結　 語

当鉱床はいわゆる暦状含銅硫化鉄鉱床が露天化作用の

ため褐鉄鉱床となつたものと考えられる。故に露頭より

遠ざかる尺従い硫化帯に移行する可能性がある。なお現

在褐鉄鉱中に残存する硫化鉄鉱の集合部は．S含有20％

以上と考えられる。現在の鉱床確認範囲以外では．No．

6坑より走向方向南西にほぼ100mの聞に』いわゆる「焼

け」が見られる故一応この方向に探鉱の必要があると思』

われる。

　　　　　　　　　　（昭和26年9月調査）

18。鉱山概況

鉱業権者　　田中正雄

、鉱区番号　　編岡県試登8，658号

鉱種名　鉄
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